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日記書簡集解題目録 第2期
　定価39,600円（本体36,000円＋税10％）
　ISBN978-4-8169-2906-9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

●1998年以降に刊行された、明治以降に活躍し
た日本人（作家、芸術家、政治家、思想家な
ど）772人の日記・書簡集1,927点を収録した解
題書誌です。『日記書簡集解題目録 Ⅰ 作家・
芸術家』（1997.12刊）『日記書簡集解題目録 Ⅱ 政
治家・思想家』（1998.3刊）の続編。

●人名見出しのもと、人物の経歴と日記・書簡
集（単行本だけでなく全集に収録されたものや
評伝の一部も対象）の執筆期間・時代、解説や
索引の有無などの解題を掲載。日記・書簡集
の書誌データも記載しています。

●「書名索引」付き。

日外アソシエーツ 編
A5・670頁　定価39,600円（本体36,000円＋税10％）　ISBN978-4-8169-2906-9　2022年1月刊行

● 人物研究・歴史研究における必須の基本資料 ●

日記書簡集解題目録 第2期

西田 幾多郎　にしだ・きたろう
〔明治3年（1870年）4月19日～昭和20年（1945年）6月7日〕
哲学者。明治44年に刊行した「善の研究」で“純粋経験”を提示し、哲
学界のみならず、広く一般に注目される。その後、「自覚に於ける直観と
反省」（大正6年）から、さらに西洋哲学に禅をとり入れて発展させた
“無の論理"、“場所の論理"を展開、独創的な“西田哲学"の体系を築い
た。昭和15年文化勲章受章。
◇西田幾多郎書簡集　藤田正勝編　岩波書店　2020.9　329,20p 15cm
(A6)　￥970(税別)　 ○I　978-4-0038-1284-6　（岩波文庫）
内容　第1部 学びの時期―研究者への歩み／第2部 西田哲学の構築―京都
大学時代／第3部 思索のさらなる展開―退職後の思想と交流／第4部 時
代の流れのなかで―一哲学者の晩年
【書簡】鈴木大拙をはじめとする旧友との交流や、門下生に対するあ
ふれる愛情、戦時下の政治への直截な批判など、その率直な思い
を綴った書簡集。　［期間］明治30年～明治45年

◇日本哲学成立下の真実―交流の真実　前田保著　七月堂　2018.9　
489,18p 19cm　4,000(税別)　 ○I　978-4-87944-323-6
内容　第１部　書簡にみる交流（西田・滝沢、交流の真実；西田の滝沢宛
て全書簡　ほか），第２部　テキストにみる交流（二人の思想的交流；
何が西田を喜ばせたか…思想的交流の第一期　ほか），第３部　宗教論
にみる交流（秋月の指摘から問題の再構成へ，「場所的論理と宗教的世
界観」の成立経緯について　ほか），第４部　交流の真実（逆対応と不
可逆；西田と滝沢における仏教とキリスト教　ほか）

【書簡】哲学者西田幾多郎が、滝沢克己に宛てて送った書簡62通を収
録。論文や出版物についての考察などについて綴られている。
［期間］1933年8月22日～1945年5月27日　［索引］事項索引，
人名索引　［附録］参考文献

◇西田幾多郎全集〈第18巻〉日記2　西田幾多郎著　岩波書店　
2005.12　424,67p 21cm(A5)　9,400円(税別)　○I　978-4-0009-2538-5
内容　西洋哲学と東洋的論理との根柢的邂逅の中から生れた西田哲学の全
容を開示する，半世紀ぶりの新版全集

【日記】近代日本哲学の生起点であり，同時に今日の哲学の問いと可
能性に多くの示唆を与え続ける「思索の人」西田幾多郎が、大正
～戦前・戦中に綴った日記。　［期間］大正2年～昭和20年　
［解説］藤田正勝（後記）　［索引］人名解説と索引

◇西田哲学選集〈第7巻〉日記・書簡・講演集　西田幾多郎著　上田

日記書簡集解題目録 Ⅰ 作家・芸術家
A5・630頁　定価37,400円（本体34,000円＋税10％）
ISBN978-4-8169-1466-9　1997.12刊

日記書簡集解題目録 Ⅱ 政治家・思想家
A5・580頁　定価18,700円（本体17,000円＋税10％）
ISBN978-4-8169-1480-5　1998.3刊
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内容見本

■ 収録人物例 ■

伊藤 野枝／卜部 亮吾／榎本 武揚／緒方 貞子／岡本 
かの子／上林 暁／串田 孫一／須賀 敦子／武田 百合
子／田辺 元／寺田 寅彦／徳富 蘇峰／永井 荷風／夏
目 漱石／北条 民雄／南方 熊楠／森 鴎外／山田 風太
郎／与謝野 晶子…など


